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【短期大学部】

令和３年度 第１回教育課程連携協議会(書面会議)における御提言及びその対応状況

総合実習

圃場実習、演習林実習

御提言 対応状況

総合実習は自分の専攻を決めるため

の貴重な時間だと思うが、色々な経験を

する場でもあるので、学生にとって貴重な

経験となる様々な実習を計画していただ

きたい。

総合実習は非常に重要であると考えております。短大で

は、２年間という短い期間で現場での即戦力になることを

求められていますが、学生の将来的な発展を考え、１年

目前半は農林業を総合的に学べるような機会を、提供す

るように今後も取り組んでいきます。

御提言 対応状況

果樹では柿の栽培技術の勉強はしてい

るのか。森町は治郎柿原木の里である。

短期大学部においては、林業の現場

における実務の習得が大切である。現場

に入る以上最低限の安全確認等の指導

のもとに行われるべきと思うので、安全教

育を最重点にしていただきたい。

また、実習における内容はともあれ、

指導者は誰が行っているのか？ 現場

指導者は実習現場が大学から遠くても、

信頼できる森林組合や事業体にゆだね

柿の栽培技術については、「果樹栽培」という講義で果

樹専攻の学生が勉強しています。これまでは、学内にはポ

ット栽培の次郎柿と小さな柿の木が２本あるだけでしたが、

本年度 11 月に 20 本(次郎、四ツ溝、平種無、太秋)定植

したので、来年度からは柿栽培の実習もできるようになりま

した。

本学の林業コースの実習において、労働安全は重要視

しているところです。

例えば、チェーンソーの取扱いについては、VR技術を取

り入れた伐倒時における危険予知訓練や、チェーンソー

防護ブーツの着用等を取り入れています。また、労働災害

事例の説明や、労働災害後の仕事への影響についても、

ことあるごとに話をすることで、学生の安全意識向上を図っ

ています。

さらに「GAP 演習」でも労働安全については特に時間を

かけて説明し、作業のリスク評価を実施することで安全へ

の意識を高めています。

今後も、県森林・林業局、並びに林災防等の安全教育

に関わる情報を取り入れ、労働安全を第一にした実習及

び講義等の教育に努めてまいります。

学内や演習林の実習における指導者は、教員が行って

います。教員は各種研修を受講するなどして、自己研鑽

に励んでいます。

林業現場の見学においては、これまで県内の西部～富

関連資料-7-



GAP 演習

るべきではないのでは？

即戦力の力をつけてもらいたい。トラク

ターの運転で畦縦立てが真っ直ぐできる

とか、どこを見て運転すれば真っ直ぐ走

れるとか。安定収穫の方法など、お願い

したい。

士地域で行っています。ただ、近距離であるという理由だ

けではなく、持続可能な林業への強い思いを持っていた

り、労働安全意識の高い企業を見学先に選択するようにし

ています。

一方、企業実習（約２か月間の事業体における実習）で

は、経営体として実務がしっかり学べる認定事業体におい

て、経験豊富な指導員に実習の指導をお願いしておりま

す。経営体と大学とが綿密に連絡調整を図り、実効性の

ある実習に努めております。今後とも、県森連様には傘下

の森林組合様に実習受入れのご協力を賜りたく、ご鞭撻

をお願いいたします。

基本的な農作業の基礎を最初にきちんと学ばせる必要

があると思っています。そのためには「農林業の基礎」のよ

うな基礎理論科目と、「農林業実践技術」のような演習科

目を新たに組み替えて再配置し、「圃場実習」と連動させ

たカリキュラム編成となるよう検討します。

栽培実証については、「圃場実習Ⅱ」や「プロジェクト研

究」の中で取り組んでいきます。

御提言 対応状況

JGAP 認証を取得した農場では、農場

管理アプリなどを使用して一括管理をし

ているところが多いと思うので、そういった

管理のための学びも充実していったらどう

か。

GAP の視点をすべてのカリキュラムとリン

クさせる必要がある。仕組みの学習と実

践として使えるようになるという視点が必

要。

本学では農場管理アプリの「アグリオン（Agrion）」と使用

契約をし、使用しています。学生が実際に作業記録や農薬

使用記録を入力し、使用方法を学んでいます。

GAP については、「GAP 演習」の他、「植物保護」「土壌

肥料」「環境保全型農業論」「営農と農業関連法」等の講

義でも農薬や肥料等の GAP 関連項目を説明しております。

今後もできるだけ多くの講義で GAP に触れる説明をする必

要があると考えています。また、GAP の実践として、メロンで

はグローバル GAP 認証取得していることから、GAP のルー

ルに従った栽培管理を学んでいます。また、果樹と野菜で

は県版 GAP の「しずおか農林水産物認証」の取得を目指し

ており、その他でも順次しずおか認証を取得し、大学全体と

してGAPの考え方を導入した実習を行っていきます。座学・

演習で理論を学び、GAP 認証を取得した専攻での実習を

行うことで、効果的に GAP 教育ができると考えています。
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食品加工演習、販売・マーケティング演習

大型機械実習など資格取得

保健体育

企業実習

御提言 対応状況

農畜産物も買ってもらえなければ何に

もならず、マーケティング・販売遠州と食

品加工演習は重要な実習である。農畜

産物が消費者の手元に届くまでの流通

業者・加工業者や消費者の生の声を聴く

事ができるような実習が良い。畜産であ

れば牛・豚の枝肉購買者や乳業工場の

担当者等の農家の生産物を直接買う立

場の人達の話を聞く事も取引現場の状

況が伝わり易く面白いのではないか。

マーケティング・販売演習と食品加工演習のみでなく、

他の実習などでも可能な限り、生産者や畜産関連製造

業、流通業者、卸・小売り業者、畜産支援組織など現場

の方たちのお話を伺う機会を学生に提供するようにしてお

ります。今後も、ご意見のように努めたいと考えております。

御提言 対応状況

大型機械実習、各種免許などの取得

は在学中に可能な限りできていると良

い。卒業してから役立つ資格の取得をこ

れからも進めていっていただきたい。

本学では学生が卒業後に役立つ免許等取得支援とし

て大型特殊（農耕車）、牽引免許のほか、フォークリフト、

小型車両系建設機械、人工授精士師、茶手揉教師補、

刈払機やチェンソーの取扱作業者安全衛生教育、ドロー

ン、JGAP 指導員等の取得支援を実施しており、やる気の

ある学生の学習意欲を高める取り組みを実施しておりま

す。

御提言 対応状況

基本計画策定委員会の時に話があ

がったが、保健体育での体力テストのデ

ータは履歴書と共に企業が希望すれば

見せてもらえるようにしてもらいたい。ま

た、体力テストの内容は文科省の定める

測定方法に沿ったものをお願いしたい。

本学の「保健体育」においては、文科省の基準に準じて

体力テストを実施しており、農作業での腰痛予防の観点か

ら、「腕立て伏せ」と「腹筋」を選定しています。体力テスト

は自己の体力を測り、体力増強・課題を認識することを目

的としています。プライバシー保護の観点から、外部に提供

することは難しいと考えています。

御提言 対応状況

企業実習は実際の農業経営を肌で感

じることのできる重要な実習である。栽培

の現場だけでなく経営者の経営理念等

本学では企業実習を専門職大学として最も重要な学修

の一つとして位置付けています。学生は企業実習に臨む

にあたり受け入れ経営体の経営概要はもとより現在の経
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実習関連その他

カリキュラムの改善について

についても学べるような実習なると良い。

インターンシップの際、実習先と連携し

学生のテーマが叶えられるよう整備する

必要がある。ただ体験した、働いたではも

ったいない。レポートの作成や体験発表

会等の実施があるとよい。その際は、受

入農園も参加したい。

営に至るまでの成長過程、経営理念等の聞取りを行うな

ど、現場の作業だけでは見えてこない部分についても学

び、その内容を企業実習報告書として取りまとめるととも

に、報告会において自らの体験を報告することとしておりま

す。

本学では企業実習のほか短期のインターンシップについ

ても積極的に取り組むよう学生に指導しております。ただ、

これまで短期インターンシップについては個々の学生により

時期・期間も様々であることから、報告会等は実施しており

ません。長期インターンシップである「企業実習」において

は多くの生産者の方々にお世話になって実施していること

から、当面は企業実習報告会に受入れ農園の皆様のご

参加を呼び掛けていきたいと思います。

御提言 対応状況

生産はできても販売が出来なくては経

営にならない。平均単価を元に反収の売

り上げから（農協なら手数料、資材等）を

引いた経費を出して儲かるか儲からない

かを検証してどうしたらいいのかを勉強し

てもらいたい。

みどりの食料システム戦略では、有機

農業の面積拡大がうたわれている。その

ことに限らず、有機農業は今後の農業に

とって重要な一部門になると考えられる

ので、有機農業に関する講座を検討する

ことも一つではないかと思う。

経営理論については、各コースにおいて、「農業経営」、

「畜産経営」、「林業経営」という科目をコース必修科目と

して経営学を学修させています。また、全学生必修科目で

ある「マーケティング・販売演習」では流通・消費者までを

俯瞰した考え方を学修させています。しかし、儲かる儲か

らないかの検証と対策については部門により異なると思い

ますので、おっしゃる視点もふまえて、コースごとの専門科

目において実例をあげて考えさせる学びとなるよう、取り組

んでいきたいと思います。

有機農業については「営農と農業関連法」で１コマ（90

分）、「環境保全型農業論」で２コマ（90 分×2 回）、講義

の中で学生に説明しています。

御提言 対応状況

２年間という限られた時間のなかでの

学習であるため、カリキュラムが過密にな

ることはある程度致し方ないのではない。

基礎的な座学と実習により確かな技術力を育むことが、

短期大学部では重視すべきことと考えています。このた

め、２単位の科目を１単位にして基礎・重点化することで、
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そうした中、先端技術を学ぶことも大切だ

が、それぞれの作物についての基礎的な

知識を座学と実習によりきっちり身に着け

るという視点も大切である。

短期大学部については、２年という限

られた時間の中で一般の短大で実施さ

れる講義に加え実習・演習にも力を注い

でいるのですからタイトなカリキュラムをな

ってしまうのは仕方ない事かもしれない。

学生に農業を中心とした幅広い知識を

得てもらうためには、短時間でも一つの講

義時間を設定する事は良いと思う。一度

講義で接していれば、次に自分で調べる

時のハードルは低くなる等の次に繋がる

効果が期待できると思う。

短期間に様々なことを学べるよう計画

がされているので、学生の皆さんは大変

かと思う。統合できるところは、統合して

学びやすくしていただきたい。GAPの管理

点は、農場それぞれによってマニュアル

も違ってくると思う。基本を学び活かせる

ようになっていれば卒業してからも自分の

農業に活かせる。広く浅くという考え方も

あるかもしれない。学びを深める物、広く

浅く学ぶもの、整理をして本当に身につ

けなければならないことがなくなってしま

わないようにお願いしたい。

マーケティング・販売実習の週 4 コマ

は工夫できないか

GAP については、圃場実習の中にメニ

ュー化させて実践で教えていけないか

他の科目を適正な時期に学ばせるようにするなど偏りなく

導入、基礎、応用と学修を深化させ、かつ科目間の連動

性があるカリキュラムで学ばせるような工夫が必要だと考

えています。

ご存じの通り、専門職大学の要件として実習・演習を単

位の 1/3 以上にすることが義務付けられております。その

範囲内での調整に限り可能ですが、実習の持ち方につい

ても、経験を積み上げ改善していくようにいたします。現在

の短大の卒業必要単位数は、規定の必要単位数を大幅

に上回っており、さらに自由科目(受講しても卒業単位に認

められない科目)もあり、学生に過重になっている面が見ら

れるため、その改善を検討しているところです。講義の内

容の吟味と、講義と実習の連動など、教育的な効果をより

発揮できるカリキュラムに改編していく所存です。

短期大学部では、基礎的な座学と実習により確かな技

術力を育むことが、重視すべきことと考えています。このた

め、２単位の科目を１単位にして基礎・重点化することで、

他の科目を適正な時期に学ばせるようにするなど偏りなく

導入、基礎、応用と学修を深化させ、かつ科目間の連動

性があるカリキュラムで学ばせるような工夫が必要だと考

えています。

1 年後にカリキュラムの修正を計画しておりますので、全

体のカリキュラム編成の中で検討します。

既にグローバル GAP を取得しているメロンでは、GAP に

基づいた管理をしています。また、果樹と野菜でも県版

GAP のしずおか農林水産物認証を取得する予定ですの

で、それらでは圃場実習を行うことでGAPの実践が行われ

ます。他の作目についても、順次、しずおか認証の取得を

検討していきます。
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専門知識を身につけるのが大前提で

ある短期大学部ならば教養科目である

英語は必須でなくとも良いと思う。分子生

物学にあってはそこまでの専門知識を現

場では要求しておらず、的確に動ける人

材の輩出が目的であればこれもまた必修

でなくとも良いかもしれない。農林業史も

短大には必要ないかと。

短期大学部では止むを得ない面もあ

るかと思うが、スリム化できるところはスリ

ム化しつつ、学生に選択させる余地を持

たせたらどうか。全てを修得させるのは難

しければ、共通ベースは残しつつ、思い

切った選択制にすることも１つの方法かと

思う。

一般的な短期大学部の卒業単位数

は 62 単位だが、それでも 4 年制大学の

学生に比べ自由な学びの時間の確保が

難しくなっているのが現状。卒業単位数

が 68 単位と多く、座学講習にしても、本

当に必要なカリキュラムなのか、講義内

容についても講師の自己満足的な講義

になっていないか、科目間においても重

複する内容がないか等、カリキュラム検

討委員会で確認し問題があれば見直し

ていく必要があると思う。また、講習内容

がカリキュラムの内容に添って行われて

いるかの確認機関も必要ではないかと思

う。

今後、社会に出て多様性を尊重しながら様々な人々と

関係を築くことのできるコミュニケーション力や英語の基礎

学力は、最低限履修させたいと考えています。必修科目

では基礎的・重点的な内容とし、学びたい学生には選択

科目として配置するなど、工夫が必要だと考えています。

農林業史は学生の学びの幅を広げるものとして、展開科

目の選択科目として再配置したいと考えています。

必修科目では基礎的・重点的な内容とし、学びたい学

生には選択科目として配置するなど、工夫が必要だと考え

ています。短大はクオーター制であるので、２単位の科目

は週２回配置することになり、40 人以下での履修が義務

付けられているため、全学生必修科目の場合は週６回の

配置となり、これが他の科目の時間割への配置を困難に

させている要因でもあります。この打開策としても、２単位

の科目を１単位として重点化しつつ他の科目を当て込む

などの工夫が必要だと考えています。

全ての科目について学生による「授業評価アンケート」を

実施しています。シラバスに沿って授業が適切に行われて

いるか、難易度はどうか、分かりやすい授業かなどを聞き

取り、教員にフィードバックしています。これらを踏まえて、

現在学内検討部会においておっしゃるような課題を検証し

ており、早期に改善していきたいと考えています。なお、教

員相互の授業参観を義務付け、自己研鑽する取り組みも

実施しています。
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教育全般その他

御提言 対応状況

寮生活なので、自立できるようになっ

てもらえるようにしてもらいたい。もちろ

ん、集団生活でのコミュニケーション能力

をつける事が大事。

短い期間に技術と知識を身につけなく

てはならないので、大変だと思うが頑張っ

ていただきたい。コミュニケーション能力

もとても大切であり、段取り力も必要にな

る。

短期大学部については、今までの農

林短期大学校以上のものを求めていると

思うが、２年間で修得できる内容は限ら

れている。講師陣の変更等は必要と思う

が教育理念は変えないでいただきたい。

旧農林短期大学校の卒業生は現在、現

場やプランナーとしても静岡県の林材業

を支え、活躍してくれている。４年制大学

では難しいと思うが、将来の静岡県の林

業の担い手育成のためにも、入学の際の

静岡県枠を作っていただけると助かる。

本学では幸いにも昨年６月から対面授業を続けることが

でき、寮での生活や、演習・実習でのグループワークの場

面も多くあることから、学生による差はあるものの、着実にコ

ミュニケーション力をつけてきている実感はあります。今後

も社会人基礎力の養成にいっそう力を入れていきたいと思

います。

専門性のスキルだけでなく、社会人としてのスキルの養

成にも力を入れていきたいと思っています。そのためにも、

カリキュラム全体の中で、社会人基礎力スキルアップに繋

がる該当科目を位置づけし、学生、教員が共有してそれを

意識して学ぶような取組としていきたいです。

指定校推薦枠があり、県内高校生が入学しやすい環境

になっています。

現時点での、林業コースの内訳は、短大２年生７人のう

ち県内出身者６人、短大１年生９人のうち県内出身者８人

となっており、約９割が林業関係への就職を希望していま

す。今後とも、教育や進路指導において、本県の森林・林

業の担い手として活躍できる人材を養成していく所存で

す。
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教職員組織図

　◆農林環境専門職大学

課　長 (次長）

班　長 1

副班長 1

 主　査 1

主　任 2

主任技能員 1

主　事 1

課　長 （技監）

班　長 1

主　査 1

主　任 2

班　長 1
主　査 1
主　任 3

教　 授 14
准教授 5
講   師 4
助   教 1

　◆農林環境専門職大学短期大学部

教   授 6
准教授 5
講   師 9

職員数計 66

会計年度任用職員

職名 人数

会計年度任用職員 29

(事務局、図書館：大学と短期大学部共通）

学　長
　　　　１

事務局長
          1

次長兼総務
企画課長 １

総務企画課

技監兼
教務課長 １

教務課

学生課長
　　　　１

図書館長 主   査 1

生産環境
経営学部

 生産環境
 経営学部長

学生部長
※ 教授には、学部長、学
生部長及び図書館長を含む

学　長
（大学兼務）

生産科学科 生産科学科長

学生部長
※ 教授には、学科長、学
生部長を含む
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No. 公開済 CMS 第一階層 第二階層 第三階層 第四階層

1 トップ
2 大学案内 /
3 学⻑メッセージ
4 基本理念
5 教育目標
6 愛称・校章について
7 沿革
8 就職・キャリア支援 /
9 /document

10 学納金・給付金制度 /
11 /document
12 設置認可関係書類
13 学則・規程集
14 /document /nourinkankyo_1909nsecchi_gakusei1.pdf
15 農林環境専門職大学（4年制） /
16 4年間の学び
17 コース選択について（共通コース）
18 栽培コース
19 林業コース
20 畜産コース
21 ポリシー
22 カリキュラムマップ /curriculum_map_2020.pdf
23 WEBシラバス閲覧
24 学部⻑メッセージ
25 農林環境専門職大学短期大学部（2年制） /
26 コース選択について /
27 栽培コース
28 林業コース
29 畜産コース
30 /document
31 ポリシー
32 カリキュラムマップ /curriculum_map_2020.pdf
33 WEBシラバス閲覧
34 学科⻑メッセージ
35 入試情報 /
36 農林環境専門職大学（4年制）の入試情報
37 農林環境専門職大学短期大学部（2年制）の入試情報
38 過去の入試情報
39 /document /r3_boshuu_youkou_tokubetusenbatsu_4thu_uni.pdf
40 学生生活
41 オープンキャンパス /
42 申込フォーム
43 教師紹介 /
44 ● 詳細ページ /?CN=294875
45 ニュース&イベント /
46 ● 詳細ページ
47 教職員採用情報
48 よくあるご質問
49 アクセス
50 保護者の皆様へ
51 企業の皆様へ /
52 /document 求人票様式（PDF）
53 求人票様式（Word）
54 受験生・在学生の皆様へ
55 プライバシーポリシー
56 お問合せ
57 サイトマップ
58 静岡県立農林大学校について /
59 /document 概要（校訓・教育目標・設置目的）
60 学校案内
61 学校評価の公表
62 機関要件更新確認申請書（R2）
63 機関要件確認申請書（R1）
64 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表
65 卒業の認定に関する方針
66 客観的な成績の指標の算出方法
67 シラバス及び授業評価基準一式
68 証明書等の発行手続きについて
69 証明書発行願
70 一般の方へ（公開講座等） /
71 /document 開講案内
72 講座研修申込書（様式）
73 令和3年度静岡県農業機械利用技能者養成研修計画
74 様式1
75 様式2
76 様式3
77 様式4
78 /english /
79 Overview
80 Privacy Policy
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第五階層 URL 備考

https://shizuoka-norin-u.ac.jp/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/message/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/philosophy/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/goal/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/agriforet/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/history/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/employment/

/careersupport.pdf https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/employment/document/careersupport.pdf
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/payment/

/fouryears_payment01.pdf https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/payment/document/fouryears_payment01.pdf 他5ページのPDFページ
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/installation/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/rules/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/overview/document/nourinkankyo_1909nsecchi_gakusei1.pdf 他55ページのPDFページ
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/fouryears/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/fouryears/learning/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/fouryears/course/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/fouryears/course/cultivation/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/fouryears/course/forestry/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/fouryears/course/stock_raising/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/fouryears/policy/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/fouryears/document/curriculum_map_2020.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層

外部ページ
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/fouryears/message/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/twoyears/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/twoyears/course/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/twoyears/course/cultivation/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/twoyears/course/forestry/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/twoyears/course/stock_raising/

/selection.pdf https://shizuoka-norin-u.ac.jp/twoyears/course/document/selection.pdf コース選択についてページにリンクなし
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/twoyears/policy/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/twoyears/document/curriculum_map_2020.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層

外部ページ
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/twoyears/message/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/entrance/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/entrance/fouryears/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/entrance/twoyears/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/entrance/past/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/entrance/document/r3_boshuu_youkou_tokubetusenbatsu_4thu_uni.pdf 他19ページのPDFページ、入試情報ページにリンクなし
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/campuslife/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/opencampus/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/opencampus/form/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/teacher/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/teacher/details/?CN=294875 詳細 全44ページ（ページは第四階層）
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/news/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/news/detail.php?CN=312061 詳細 全５ページ
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/teacher_recruit/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/faq/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/access/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/parents/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/companies/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/companies/document/kyujin.pdf
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/companies/document/kyujin.doc
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/student/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/policy/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/contact/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/sitemap/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/forestry_college/ 以下、以前の一覧になかったページ
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/forestry_college/document/gaiyou01.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/forestry_college/document/gaiyou02.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/forestry_college/document/gaiyou03.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/forestry_college/document/zaigakusei01.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/forestry_college/document/zaigakusei02.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/forestry_college/document/zaigakusei03.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/forestry_college/document/zaigakusei04.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/forestry_college/document/zaigakusei05.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/forestry_college/document/zaigakusei06.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/forestry_college/document/sotugyousei01.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/forestry_college/document/sotugyousei02.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/public/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/public/document/R3_agriforet_kouzannai.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/public/document/R3_agriforet_moushikomi.doc リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/public/document/R3kenshu_keikaku_00.pdf リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/public/document/R3kenshu_keikaku_01.doc リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/public/document/R3kenshu_keikaku_02.doc リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/public/document/R3kenshu_keikaku_03.doc リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/public/document/R3kenshu_keikaku_04.doc リンクは第三階層、ページは第四階層
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/english/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/english/overview/
https://shizuoka-norin-u.ac.jp/english/policy/
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就職・キャリア支援計画（大学） キャリアサポートセンター

大学では「キャリアサポートセンター」（学生課内）で、学生のキャリア形成と就職活動の支援
を行っています。センターでは、進路セミナー（就職講座）の開催、模擬面接やエントリーシー
トの添削など学生の個別相談に随時応じています。また、企業からの就職情報を収集・発信し、
学生とのマッチングを後押しします。
● 令和 3年度以降の就職・キャリア支援計画

月 R2実績
（1年次）

R3 年度（2年次）
[毎月 第 1水曜日･５限]

R4 年度（3年次）
[毎月 第 1金曜日･５限]

R5 年度
（4年次）

４ 4/14 オリエンテーション
年間行事説明
インターンシップ制度の説明

オリエンテーション
年間計画、就職に向けたインター

ンシップの活用
５ 進路希望

調査

5/12進路セミナー①（池ヶ谷先生）
「みんなが望む進路への道」
（農業への就農の在り方を含む）
進路・インターンシップ希望調査

進路セミナー①（東京アカデミー）
公務員試験、SPI 試験対策

進路・インターンシップ希望調査

公務員試
験対策講
座

６ 6/22-7/20

個人面談

6/2進路セミナー②（池ヶ谷先生）
「求人票を理解して理想の会社を探そう」
夏季インターンシップ先との調整

進路セミナー②（リクナビ）
エントリーシート（自己 PR、志望動機）

夏季インターンシップ先との調整

国・県公
務員試験

７ 7/7進路セミナー③（リクナビ）
自己分析（自分のしたいことを考

える）

進路セミナー③（リクナビ）
就活サイトの使い方
履歴書と訪問カードの書き方
面接試験の目的と概要
就活メイク（女子）、身だしなみ（男子）

市役所

８ 夏季インターンシップ 夏季インターンシップ 大学院

９ 夏季インターンシップ 夏季インターンシップ
10 ＜企業実習＞
11 11/10進路セミナー④（東京ｱｶﾃﾞﾐｰ）

公務員試験対策講座
＜企業実習＞

12 12/17-1/20

個人面談

12/1進路セミナー⑤（リクナビ）
SPI 対策講座

春季インターンシップ希望調査

履歴書・面接（個別・集団）個別指
導（しずおかジョブステーション：
SJS）

1 春季インターンシップ先との調整 春季ｲﾝﾀｰｼｯﾌﾟ申し込み（各自）
履歴書・面接個別指導（SJS）

2 2/2進路セミナー⑥
OB・OG就活体験報告

進路セミナー④
雇用就農合同説明会に向けて

履歴書・面接個別指導（SJS）
3 雇用就農合同説明会（参考）

春季インターンシップ
雇用就農合同説明会
春季インターンシップ（各自）
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令和３年３月３日

（件名）

８（５） 新型コロナウイルス緊急対策(学生支援緊急給付金）

（農業局農業ビジネス課）

１ 学生支援緊急給付金の概要（令和 2年 5月 19 日閣議決定）

コロナ感染症拡大による影響で、経済的困難な状況に陥っており、家庭から自立

した学生に給付金を給付する。（令和２年５月 19 日閣議決定）

第一次推薦（6/19〆切）は専門職大学・短期大学部でそれぞれ３人ずつ推薦し、

第二次推薦（7/31〆切）は専門職大学で４人、短期大学部で１人を推薦した。

(1)支給額

住民税非課税世帯：20 万円、それ以外：10 万円

(2)推薦枠と推薦実績

・文部科学省より学校ごと推薦枠が割り当てられ、上限額以内で推薦を行った。

・申請のあった学生全てを推薦した。

※ 専門職大学の第二次推薦については、第一次推薦の残高 20 万円を上乗せし、

40 万円の推薦枠で推薦した。

（3）申請要件

以下の申請要件を全て満たす学生が対象

① 家庭から多額の仕送り（150 万円/年）を受けていないこと

② 原則として自宅外で生活していること

③ コロナ感染症の影響でアルバイト収入が大幅に減少していること

④ 修学支援新制度又は第一種貸与奨学金、民間が実施する公的支援を受給してい

る、もしくは申請予定の者

２ 各支援制度の利用者数（④を満たす学生）：２次推薦期限(7/31)時点の状況

（ ）内は新制度との重複(単位/人)

学校種別

修学支援新制度採用者・候補者
第一種

貸与奨学金

学校

独自減免
実対象者数第Ⅰ

区分

第Ⅱ

区分

第Ⅲ

区分

区分

未定
計

専門職大学 0 1 2 0 3 6(2） 1 8

短期大学部 4 3 3 0 10 11(3） 0 18

計 4 4 5 0 13 17(5） 1 26

学校種別
推薦枠 推薦実績

第一次推薦 第二次推薦 第一次推薦 第二次推薦

専門職大学 50 万円 ※ 40 万円 3人（30 万円） 4人(40 万円)

短期大学部 50 万円 20 万円 3人（50 万円） 1人（20 万円）
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学生支援緊急給付金を受けるための要件に係る誓約書（申請書様式２）

※ 留学生は、①～⑦の全てを満たす必要がある。

一般の学生は、①～⑥の全てを満たす必要がある。

３ 学内選考の考え方

・仕送り額とアルバイト収入は、見込み額であり、選考にあたって考慮できない。

・このため、世帯の家計状況により選抜する。

→申請書様式２⑥の 1～５の順で選抜する。

同列の場合は、多子世帯やひとり親世帯の学生を優先する。

要件チェック項目
チェック

欄（ㇾ）

金額

(年額)
①家庭から多額の仕送りを受けていない ※１年生は家庭からの仕送り予定額、２

年生以上は 2019 年度の仕送り年額を記載すること 万円

②自宅外で生活している又は自宅で生活しているが家庭から支援を受けていない

③生活費・学費に占めるアルバイト収入の割合が高い。※１年生はアルバイトでの

収入予定額、２年生以上は 2019 年度のアルバイト収入額を記載すること 万円

④家庭（両親）の収入減少等により、家庭からの追加的支援が期待できない

⑤コロナ感染症の影響でアルバイト収入（雇用調整助成金による休業補償を含

む。）が大幅に減少（前月比 50％以上）している

⑥既存制度について以下のいずれかを満たす

１）高等教育の修学支援新制度（以下「新制度」）の第Ⅰ区分の受給者

２）新制度の第Ⅱ又は第Ⅲ区分の受給者であって、第一種奨学金の併給が

可能な者にあっては、限度額まで利用している者又は利用を予定して

いる者

3）新制度に申し込みをしている者若しくは今後利用を行う者であって、第一

種奨学金の限度額まで利用している者又は利用を予定している者

4）新制度の対象外であって、第一種奨学金の限度額まで利用している者

又は利用を予定している者

5)要件を満たさないため新制度又は第一種奨学金を利用できないが、

民間等を含め申請が可能な支援制度の利用を予定している者

⑦留学生等（日本語学校の生徒を含む）については、新型コロナウイルス感染症の

拡大に伴い、経済的に困窮していることに加えて、以下の要件を満たすことが必

要。

1）学業成績が優秀な者であること。具体的には、前年度の成績評価係数が、2.30

以上であること

２）１か月の出席率が８割以上であること

３）仕送りが平均月額 90,000 円以下であること（入学料・授業料等は含まない。）

４）在日している扶養者の年収が 500 万円未満であること
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外国大学等との学術・教育交流協定に関する基本方針

静岡県立農林環境専門職大学及び静岡県立農林環境専門職大学短期大学部（以下「本学」

という。）は、令和２年度に開学し、国際感覚を持った農林業のプロフェッショナルの育成

を目指していることから、世界の優れた高等教育・研究機関（以下「大学等」という｡)の

教職員、学生との交流や資料・情報の交換、共同研究の推進を図る必要がある。そこで、

外国大学等との交流を実施するにあたり、「大学間協定」についての基本方針を策定する。

１ 大学間協定

(1) 大学間協定の枠組み

ア 大学間協定は、本学が特定の外国大学等との間に、平等互恵の精神に基づいて研

究・教育の交流を促進し、ひいては本学の水準を国際的に高めるため、本学学長と

相手大学代表者との間で締結される。

イ 大学間協定は包括的なものとし、具体的な交流事業の内容は、学生委員会の作成

案に基づき教授会の意見を付した上で、評議会の議を経て別の文書で決めるものと

する。

ウ 協定は、相手校との協議により、締結後５年以内に見直すこととする。

(2) 大学間協定締結の指針

ア 学術交流のため、本学の教職員、学生を定期的又は継続的に外国大学に派遣する

か、送り出す必要がある場合。

イ 特別な理由で相手大学の学術振興に寄与することが必要な場合。

ウ 本学の学生あるいは卒業生が、頻繁に研究に赴くか、あるいは相手大学に留学す

る場合。

エ 相手大学が文部科学省短期留学制度による留学生を、継続的に本学に派遣するこ

とを希望している場合。

オ 外国大学等が希望し、本学も協定締結が望ましいと認められる場合。

２ 協定締結の手続き

(1) 大学間協定の発議は、学部長・学科長を経て学長に対して行われる。

(2) 学生委員会は、事務局等の意見を反映させ、協定案を作成する。

(3) 同案は教授会の意見を付した上で、評議会の審議を得るものとする。

３ その他

(1) 大学間の国際交流には、確かな財政的根拠が必要である。このため協定締結にあた

っては、関係機関を含め十分な協議を行うものとする。

(2) 外国人研究者・学生の受入れを無理なく行い、交流の実を挙げるため、施設及び支

援体制の整備について、一層努力するものとする。

(3) 本方針に定めなき事項は、別途協議の上に定める。

附 則

この指針は、令和３年4月1日から施行する。
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ハラスメントの防止等に関する規程等について

１ 調査部会に関する要綱の制定

教職員、学生及び関係者からハラスメントに関する被害救済の申立てがあった場

合、及び学長、部局長又は相談員から要請された場合に事実関係を調査するため、

事案ごとに置くことができる調査部会について、その任務や組織等を規定する。

(1)任務

事実関係を明らかにし、ハラスメント防止対策委員会(以下「防止対策委員会」

という。)に対する報告並びに必要に応じ被害の救済及び環境改善のために取るべ

き措置について意見を具申する。

(2)組織

・調査部員３名以上（原則として男性と女性を各１名以上含む。）

・調査部員の調査部会の兼任を妨げない。

(3)その他

事実調査の実施や調査結果の取りまとめにあたっての注意義務等を規定

２ ハラスメント相談に関する要綱の制定

ハラスメント相談員による相談について、相談員の任務、相談の方法、相談記録

や報告書の取扱等について規定する。

(1)相談員の任務

・相談者の立場に立って相談に応じ、問題解決に必要な知識及び情報を与える。

ただし、当事者間の斡旋や関係者の事情聴取等を含む事実調査は行わない。

・相談者の希望により法律又はカウンセリング等に関する情報を提供するととも

に、関連機関や担当者への連絡調整等の便宜を図る。

・相談者から、相手方の注意を喚起するための通知の申出、問題解決のための調

整の申立て、被害救済の申立てを希望された場合、防止対策委員会の委員長(学

生間の問題の場合は学生部長)(以下「委員長等」という。)に取り次ぐ。

・事態が重大で改善措置が緊急に必要である場合、その旨を委員長等に報告する。

(2)相談方法

面談、相談箱への投函、手紙、電話又は電子メールいずれも可

(3)相談記録等の作成、保管等の取扱い

相談員は、相談記録を作成し保管するとともに、相談報告書を作成して委員長

等へ提出する。原則として、作成・保管、委員長等への提出について相談者の確

認や同意を得る。
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１ 趣旨

ビジネス経営体や認定農業者の育成、それを支える経営幹部や後継者となる人材を
養成するため、生産技術や経営ノウハウ、新たなアグリビジネスにチャレンジするた
めに必要な知識を学ぶ研修を実施します。

２ 研修場所
静岡県⽴農林環境専⾨職⼤学（磐⽥市富丘６７８－１）

R3 アグリフォーレ公開講座

農業者向けスキルアップ講座

静岡県立農林環境専門職大学
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３ 各講座の内容

（１）アグリ実践講座 新規就農者向け

◆⽬ 的 農業の生産に関する基礎的知識や基本技術の講義・実習を ⾏い、農業知識
を実際の生産場面でどのように活かしていくかを学ぶ。

◆対象者 概ね就農３年以内の野菜生産者（後継者・新規就農者・生産法人社員など）
◆受講料 7,000円
◆定 員 10人程度
◆内 容 講義では、⼟壌肥料や植物生理、病害⾍防除など、栽培管理に係る基礎を、

実習では主に露地圃場でのレタスの作付けから収穫までの作業を⾏います。
◆持ち物 農作業が可能な服装で、⻑靴及び⾬天時の合⽻を御持参下さい。

※実習内容は天候等の都合により変更する場合があります。

（２）アグリビジネス講座 新たな事業展開を⽬指す農業者向け

◆⽬ 的 農林業経営における現在の事業展開の再評価により、取扱商品の価値の最⼤化を図
るために、新規顧客開拓や新たな商品開発等に必要な基礎知識を学ぶ。

◆対象者 既存市場浸透、新規市場開拓及び新たな商品開発等を⽬指す農業者等
◆受講料 6,000円
◆定 員 10人程度
◆備 考 オンラインでの参加が可能です（第６回を除く）

回 開催月日 内容 講師

１
８月 17日
（火）

講義 農産物流通の基礎知識 教授 菊池宏之
講師 ⼤⽯ ⻯実習 市場販売施設（視察）

２
８月 24日
（火）

講義 農業機械の構造と安全作業
講師 ⻑藤亮彦

実習 農業機械の操作・メンテナンス

３
９月 14日
（火）

講義 ⼟壌肥料の基礎知識 教授 松尾和之
実習 作付前圃場・元肥施用 講師 ⼤⽯ ⻯

４
９月 28日
（火）

講義 植物生理の基礎知識 教授 稲葉善太郎
実習 露地野菜の定植 講師 ⼤⽯ ⻯

５
10月 12日
（火）

講義 病害⾍防除の基礎知識 教授 外側正之
実習 薬剤調整及び散布 講師 ⼤⽯ ⻯

６
10月 26日
（火）

講義 農業用ハウスの構造・環境制御 教授 佐藤展之
実習 施設野菜の栽培管理作業及び環境管理 講師 ⼤⽯ ⻯

７
11月９日
（火）

講義 収穫後生理・貯蔵流通の基礎知識 講師 池ヶ谷篤
実習 収穫・調整作業 講師 ⼤⽯ ⻯
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（３）ファーム・ビジネス講座 スキルアップを⽬指す農業者向け

◆⽬ 的 今後の農業を担う優れた経営感覚を備えた農業人材の育成のため、農業経営やマー
ケティングについて学ぶ。

◆対象者 概ね就農５〜10年程度の農業者や農業法人の幹部候補者、JA 営農指導員など
◆開催回数 ６回（予定）
◆受講料 6,000円
◆定 員 20人程度
◆備 考 オンラインでの参加が可能です（第４回、第６回を除く）

回 開催月日 内容 講師

１
８月 24日
（火）

経営環境不確実性時代における経営⾰新を考える
教授 菊池宏之競争優位性を考える組織外の視点（SCP）と組織内の

視点（RBV）からみた経営⾰新

２
９月７日
（火）

既存製品の価値再発⾒と価値訴求の再検討
教授 菊池宏之

参加企業⼜は先⾏事例の有意性等の再確認（演習）

３
９月 21日
（火） 増収益⾷品 SMの戦略と課題及びディスカッション

㈱ヤオコー元常務
⼤塚 明氏
教授 菊池宏之

４
10月 12日
（火） ６次産業化の取組と課題及びディスカッション

㈱ｷｰｽﾀｯﾌ副社⻑
伊藤 順氏

教授 前⽥節子

５
10月 19日
（火）

インバウンド時代の農業経営
①ｱｸﾞﾘﾂｰﾘｽﾞﾑ ②越境 E ｺﾏｰｽ 教授 柯 麗華

６
11 月２日（火）
【実習】 加工⾷品実習（予定） 教授 前⽥節子

回 開催月日 内容 講師

１
11月 16日
（火）

農業経営及び新技術開発（品種開発から ICT・RTまで）の動向
教授 天野哲郎

農業経営管理の基礎（⼟地利用、労働⼒利用、投資及び財務管理）

２
11月 24日
（水）

農業経営の組織 講師 ⼤⽯ ⻯
外部講師農業経営の法人化の特質とケース

３
11月 30日
（火）

農業経営における人材育成
准教授 横⽥茂永

農業の人材育成に向けた地域連携

４
12 月７日（火）
【実習】

経営の診断と分析法
①収益構造図と原価配分法によるコスト分析②損益分岐点分析 教授 ⼩林信⼀

５
12月 14日
（火）

生鮮品の消費者購買⾏動変化と流通業の対応課題 教授 菊池宏之
消費者適応戦略を考える

６
12月21日（火）
【実習】

農業経営のモデル化と経営計画手法
①オペレーションズ・リサーチ ②LP 実習 教授 天野哲郎
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4 受講について

（１）研修申し込み
・別紙「研修申込書」を７月９日（⾦）までに下記の[送付先]あて御提出下さい。
・申請書の提出⽅法は郵送⼜はメールとします（FAX不可）。本学に直接お申込下さい。
・各講座の定員を超えた場合、本学において選考を⾏い、受講者を決定します。
・受講の可否については、御応募いただいた全員の⽅に、７月下旬頃に通知させていた
だきます。

・受講料については、受講者決定後に、県が発⾏する納⼊通知書にて⼀括でお支払いた
だきます。なお、納⼊後は、⽋席等を理由とした返⾦は⾏いません。

[送付先]
〒４３８－８５７７ 磐⽥市富丘６７８－１
農林環境専⾨職⼤学 総務企画課
メールアドレス︓noukandaisoumu@pref.shizuoka.lg.jp

（２）受講に当たっての留意事項
・開講時間は原則として 13︓00〜16︓20までとなります。
・講座は、新型コロナウイルス感染症拡⼤防⽌対策を⾏った上で実施します。
・新型コロナウイルス感染症拡⼤等の状況により、開講日程が変更したり、中⽌となる
ことがあります。

・講座実施中の万⼀の事故に備えるため、あらかじめ障害保険などへの加⼊をお願いし
ます。

【お問い合わせ先】
○受講の申し込み、受講料の振込みについてのお問い合わせ
総務企画課 ０５３８－３１－７９０１

noukandaisoumu@pref.shizuoka.lg.jp
○講座の内容に関するお問い合わせ
教務課 ０５３８－３１－７９０６

noukandaikyoumu@pref.shizuoka.lg.jp
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アグリフォーレ公開講座 開催状況

（１）アグリ実践講座・・・中止 応募は 10名

（２）アグリビジネス講座 （6回目のみ対面） 受講者５名

（３）ファーム・ビジネス講座 （対面開催） 受講者５名

回 開催月日 内容 講師

１
８月 24日
（火）

経営環境不確実性時代における経営⾰新を考える
教授 菊池宏之競争優位性を考える組織外の視点（SCP）と組織内の

視点（RBV）からみた経営⾰新

２
９月７日
（火）

既存製品の価値再発⾒と価値訴求の再検討
教授 菊池宏之

参加企業⼜は先⾏事例の有意性等の再確認（演習）

３
９月 21日
（火） 増収益⾷品 SMの戦略と課題及びディスカッション

㈱ヤオコー元常務
⼤塚 明氏
教授 菊池宏之

４
10月 12日
（火） ６次産業化の取組と課題及びディスカッション

㈱ｷｰｽﾀｯﾌ副社⻑
伊藤 順氏

教授 前⽥節子

５
10月 19日
（火）

インバウンド時代の農業経営
①ｱｸﾞﾘﾂｰﾘｽﾞﾑ ②越境 E ｺﾏｰｽ 教授 柯 麗華

６
11 月２日
（火）
【実習】

加工⾷品実習 対面 教授 前⽥節子

回 開催月日 内容 講師

１
11月 16日
（火）

農業経営及び新技術開発（品種開発から ICT・RTまで）の動向
教授 天野哲郎

農業経営管理の基礎（⼟地利用、労働⼒利用、投資及び財務管理）

２
11月 24日
（水）

農業経営の組織 講師 ⼤⽯ ⻯
外部講師農業経営の法人化の特質とケース

３
11月 30日
（火）

農業経営における人材育成
准教授 横⽥茂永

農業の人材育成に向けた地域連携

４
12 月７日
（火）
【実習】

経営の診断と分析法
①収益構造図と原価配分法によるコスト分析②損益分岐点分析 教授 ⼩林信⼀

５
12月 14日
（火）

生鮮品の消費者購買⾏動変化と流通業の対応課題
教授 菊池宏之

消費者適応戦略を考える

関連資料-32-



６
12 月 21 日
（火）
【実習】

農業経営のモデル化と経営計画手法
①オペレーションズ・リサーチ ②LP実習 教授 天野哲郎
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